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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

２月13日オープン

希希望望のの郷郷交交流流セセンンタターー

三三郷郷市市・・旧旧北北公公民民館館跡跡地地

三
郷
市
が
旧
北
公
民

館
跡
地
（
彦
成
３
）
に

建
設
し
て
い
た
「
希
望

の
郷
交
流
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
、
２
月
13
日
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
同
10
日

に
は
地
元
町
会
関
係
者

や
施
設
命
名
者
の
生
徒

を
招
き
記
念
式
典
が
あ
っ

た
＝
写
真
。

式
典
で
、
木
津
雅
晟

市
長
は
「
み
さ
と
団
地

の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
、
希
望

と
な
る
よ
う
に
施
設
の

効
果
的
な
活
用
を
図
り

た
い
」
と
述
べ
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
２
階
建
て
の
べ
１

９
０
２
平
方
㍍
。
１
階

＝
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
児

童
館
・
市
内
在
住
の
60

歳
以
上
が
利
用
で
き
る

温
浴
室
▽
２
階
＝
市
役

所
出
張
所
・
多
目
的
室
・

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
。
問
合
せ
は
、
電
話

０
４
８
・
９
５
３
・
９

６
０
１
。

昨年11月の越谷市民文化祭に出演した「越谷市民合唱団よしきり」

のメンバー。団員は減る傾向＝写真は指揮者戸張康雄さん提供。

越谷市民合唱団 よ し き り

４月16日（日）越谷コミセン大ホール 入場無料

戦
後
７
年
の
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
）
に
発
足
し

た
「
越
谷
市
民
合
唱
団
よ

し
き
り
」
。
創
立
当
初
は

「
ヨ
シ
キ
リ
合
唱
団
」
と

し
て
命
名
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
も
合
唱
を
愛
す
る
団

員
た
ち
に
よ
っ
て
歌
い
継

が
れ
、
幾
多
の
紆
余
曲
折

を
経
な
が
ら
も
昨
年
に
創

団
70
周
年
を
迎
え
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
た
記

念
演
奏
会
は
４
月
16
日
、

越
谷
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。
開
演
は

午
後
2
時
。
無
料
。

当
日
の
演
奏
曲
目
は
ー
。

▽
風
が
は
こ
ぶ
も
の
▽

ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ウ
▽
糸
▽

愛
燦
々
▽
四
季
の
歌
メ
ド

レ
ー
＝
花
・
夏
は
来
ぬ
・

小
さ
い
秋
見
つ
け
た
・
白

い
道
▽
サ
フ
ァ
イ
ア
の
海

▽
月
を
う
た
う
＝
月
・
炭

坑
節
・
月
の
砂
漠
・
朧
月

夜
な
ど
。

指
揮
は
戸
張
康
雄
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
は
沓
掛
祥
子

さ
ん
が
担
当
す
る
。

×

×

×

「
よ
し
き
り
」
の
団
員

は
男
性
８
人
を
含
む
29
人

（
島
田
富
子
団
長
）
。
年

齢
は
40
代
～
80
代
と
幅
広

く
、
職
業
は
現
役
会
社
員

も
い
る
が
大
半
が
リ
タ
イ

ア
し
た
方
々
。
記
念
演
奏

会
を
控
え
、
メ
ン
バ
ー
は

毎
週
火
曜
日
の
午
後
６
時

半
か
ら
北
越
谷
地
区
セ
ン

タ
ー
で
２
時
間
ほ
ど
特
訓

に
励
ん
で
い
る
。

「
ど
な
た
も
知
っ
て
い

る
曲
を
披
露
し
ま
す
。
歌

の
力
で
皆
さ
ん
が
少
し
で

も
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
幸
い
で
す
」
と

指
揮
者
の
戸
張
さ
ん
。
な

お
、
春
日
部
マ
ン
ド
リ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
賛
助
出

演
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
喜

多
郎
）
▽
マ
イ
ウ
エ
イ

（
シ
ナ
ト
ラ
）
▽
サ
ボ
テ

ン
の
花
（
財
津
和
夫
）
な

ど
を
演
奏
す
る
予
定
。

松
伏
町
は
、
高
齢
者

宅
を
対
象
と
し
た
詐
欺

防
止
機
器
の
購
入
補
助

金
１
０
０
万
円
を
新
年

度
予
算
に
計
上
し
た
。

録
音
機
能
付
き
電
話

機
や
外
付
け
録
音
装
置

は
１
万
円
以
内
で
購
入

で
き
る
こ
と
か
ら
、
１

０
０
戸
分
と
し
て
予
算

額
を
算
定
し
た
。
対
象

は
65
歳
以
上
で
、
希
望

者
は
町
環
境
経
済
課
へ

申
し
込
む
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
４
月
27
日
～
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
７
月

11
日
ま
で
１
１
７
１
日

間
、
詐
欺
被
害
が
ゼ
ロ

だ
っ
た
松
伏
町
。
昨
年

は
５
件
（
被
害
額
１
１

５
７
万
円
）
と
増
加
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。

録

音

機

能

付

き

電
話
機
購
入
支
援

松松
伏伏
町町

友
人
に
誘
わ

れ
〝
昼
カ
ラ
オ

ケ
〟
に
出
掛
け

た
。
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
減
る
傾

向
を
示
す
と
は

い
え
、
緊
張
し
つ
つ
店

の
ド
ア
を
開
け
る
。

Ｌ
字
に
並
ぶ
座
席
に

10
数
人
の
先
客
が
。
お

見
受
け
し
た
と
こ
ろ
、

前
期
ま
た
は
後
期
高
齢

の
ご
同
輩
ば
か
り
。
マ

ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は

半
々
く
ら
い
の
割
合
で
、

国
の
方
針
に
先
取
り
し

た
か
た
ち
だ
。

昼
カ
ラ
オ
ケ
と
い
え

ば
３
年
前
、
北
海
道
・

小
樽
市
な
ど
を
皮
切
り

に
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

ク
ラ
ス
タ
ー
が
次
々
と

発
生
。
各
地
で
客
足
が

激
減
、
県
東
南
部
で
も

閉
店
が
相
次
い
だ
。

が
、
そ
ん
な
世
相
に

め
げ
ず
、
こ
の
３
年
間

昼
カ
ラ
オ
ケ
を
頑
な
に

続
け
て
き
た
人
た
ち
が

い
る
の
も
事
実
。
ス
ク
ッ

と
伸
ば
し
た
背
筋
、
張

り
の
あ
る
声
。
陽
に
焼

け
、
艶
の
あ
る
〝
猛
者

〟
の
横
顔
を
眺
め
、
妙

に
納
得
し
た
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき
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２
月
開
催
の
第
21
回
越
谷

市
美
術
展
（
実
行
委
な
ど
主

催
）
の
審
査
結
果
が
発
表
さ

れ
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。【

市市
長長
賞賞
】
〈
日
本
画
〉

酒
井
路
子
「
卓
上
の
静
物
」

〈
洋
画
〉
松
田
京
子
「
か
ま

土
」
〈
彫
刻
〉
武
藤
綾
子

「
大
洋
」
〈
工
芸
〉
三
柴
節

子
「
初
夏
の
訪
れ
」
〈
写
真
〉

岡
安
宏
典
「
白
昼
夢
」

【
市市
議議
会会
議議
長長
賞賞
】
〈
日

本
画
〉
横
橋
成
子
「
白
い
先

導
」
〈
洋
画
〉
小
西
功
「
錆

び
の
世
界
」
〈
彫
刻
〉
間
中

孝
三
「
パ
グ
三
代
」
〈
工
芸
〉

中
村
昌
子
「
満
天
の
星
」

〈
書
〉
山
口
清
松
「
秋
の
夕

ぐ
れ
」
〈
写
真
〉
豊
田
己
八

「
初
雪
」

【
教教
育育
長長
賞賞
】
〈
洋
画
〉

小
島
由
美
子
「
手
紙
」
〈
彫

刻
〉
林
康
子
「
亜
樹
」
〈
工

芸
〉
谷
茂
岡
ま
ゆ
み
「
音
楽

会
」
〈
書
〉
関
根
蒼
剣
「
徒

然
草

現
代
文
」
〈
写
真
〉

高
橋
朗
「
低
気
圧
を
向
か
い

撃
て
」

【
文文
化化
連連
盟盟
賞賞
】
〈
洋
画
〉

伊
藤
雄
二
「
寺
院
」

【
東東
武武
よよ
みみ
うう
りり
新新
聞聞
社社

賞賞
】
〈
洋
画
〉
松
村
真
理
子

「
森
の
中
の
森
の
家
族
」

【
テテ
レレ
玉玉
賞賞
】
〈
洋
画
〉

越
野
由
紀
夫
「
白
木
蓮
」

【
ＪＪ
：：
ＣＣ
ＯＯ
ＭＭ

越越
谷谷
・・

春春
日日
部部
賞賞
】
〈
写
真
〉
青
木

秀
茂
「
寒
風
に
晒
す
」

【
奨奨
励励
賞賞
】
〈
洋
画
〉
飯

嶋
久
美
子
（
卓
上
の
枯
れ
花
）

▽
金
田
嘉
子
（
我
・
培
い
し

ロ
マ
ネ
ス
コ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

▽
佐
野
盛
太
郎
（
追
憶
プ
ラ

ハ
城
）
▽
塩
路
民
恵
（
熱
帯

の
楽
園
）
▽
高
橋
敏
彦
（
森

の
パ
ン
セ
ー
再
生
）
▽
田
中

暢
子
（
静
寂
）
▽
土
信
田
富

美
子
（
カ
ン
ナ
の
花
咲
く
頃
）

▽
野
澤
信
雄
（
窓
か
ら
ネ
コ

が
）
▽
野
村
枝
里
（
地
曳
網
）

▽
長
谷
川
栄
世
（
老
木
の
想

い
）
▽
藤
橋
清
助
（
元
荒
川

に
春
が
来
た
）
▽
山
田
叔
利

（
足
立
美
術
館
）
〈
工
芸
〉

岩
城
竹
男
（
高
尾
太
夫
）
▽

関
澤
孝
（
本
藍
染
浴
衣
）
▽

湯
浅
真
美
枝
（
キ
ャ
ン
ベ
ル

タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
）
〈
写
真
〉

青
木
秀
茂
（
寒
風
に
晒
す
）

▽
大
野
康
博
（
眼
光
）
▽
黒

川
律
子
（
マ
イ
ペ
ー
ス
）
▽

白
井
克
博
（
雪
衣
）
▽
廿
日

岩
圭
子
（
山
の
学
校
）
▽
米

田
実
代
子
（
い
い
湯
だ
な
ぁ
）
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

3月１２日(日)は新聞製作が休みのため

１３日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

３月13日のテレビ・ラジオ番組欄は12日の朝刊に掲載します

次号４月は

１６日(日)

発行予定

（1）

３３月月１１２２日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

市
長
賞
な
ど
決
ま
る

21
回
越
谷
市
美
術
展

県
立
三
郷
高
の
元
校
長
、

駒
﨑
秀
雄
さ
ん
（
73
）
が

指
導
す
る
三
郷
マ
ス
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
芝

野
恭
子
さ
ん
（
53
）
と
鈴

木
真
喜
子
さ
ん
（
同
）
が
、

埼
玉
県
マ
ス
タ
ー
ズ
記
録

を
更
新
し
た
。

２
人
は
共
に
同
高
陸
上

競
技
部
出
身
で
、
駒
﨑
さ

ん
は
当
時
の
部
顧
問
。
結

婚
や
子
育
て
と
い
う
30
余

年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
克
服

し
た
快
挙
に
、
駒
﨑
さ
ん

は
「
練
習
を
欠
か
さ
な
い

熱
心
さ
は
高
校
時
代
と
変

わ
ら
な
い
。
末
永
く
ス
ポ
ー

ツ
を
愛
し
て
欲
し
い
」
と
、

愛
弟
子
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

×

×

×

芝
野
さ
ん
は
茨
城
記
録

会
の
３
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

で
58
秒
05
▽
埼
玉
選
手
権

の
80
㍍
ハ
ー
ド
ル
で
15
秒

29
の
県
新
記
録
を
樹
立
。

鈴
木
さ
ん
は
埼
玉
記
録
会

の
重
量
投
げ
で
16
㌢
伸
ば

す
８
㍍
44
㌢
を
投
げ
、
県

記
録
を
更
新
し
た
（
種
目

は
昨
年
の
マ
ス
タ
ー
ズ
女

性
50
歳
代
前
半
部
門
）
。

×

×

×

高
校
時
代
、
１
０
０
㍍

を
12
秒
台
で
走
り
、
４
０

０
㍍
リ
レ
ー
で
北
関
東
大

会
に
出
場
し
た
芝
野
さ
ん

と
鈴
木
さ
ん
。
「
49
歳
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
れ
た
。

元
気
の
い
い
仲
間
と
汗
を

か
き
、
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

マ
ス
タ
ー
ズ
で
埼
玉
県
記
録
を
樹
立
し
た

芝
野
恭
子
さ
ん
（
右
）
と
鈴
木
真
喜
子
さ
ん
（
左
）

埼
玉
県
マ
ス
タ
ー
ズ
記
録
を
樹
立

芝
野
恭
子
さ
ん
＆
鈴
木
真
喜
子
さ
ん

三
郷
マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
所
属

駒﨑秀雄さん
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如
月
の
初
め
、
桜
島
に
渡
り
た
く
て
鹿
児
島
を
訪

ね
た
。
行
き
は
東
廻
り
で
、
別
府
か
ら
宮
崎
を
経
由

し
て
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で
所
要
時
間
６
時
間
33
分
の

長
旅
。
途
中
の
宮
崎
駅
で
の
乗
り
換
え
待
ち
時
間
が

１
時
間
以
上
あ
り
、
少
し
疲
れ
る
旅
程
だ
っ
た
が
、

途
中
の
日
南
海
岸
や
桜
島
を
遠
く
眺
め
な
が
ら
の
車

窓
は
、
な
ん
と
な
く
心
を
癒
や
し
て
く
れ
た
。

夕
方
に
鹿
児
島
中
央
駅
に
降
り
立
つ
と
、
つ
い
つ

い
大
分
県
の
県
都
と
見
比
べ
て
し
ま
い
、
街
の
大
き

さ
に
嫉
妬
し
て
し
ま
う
。
市
街
地
は
、
福
岡
県
の
博

多
よ
り
は
小
さ
め
だ
が
、
市
電
が
走
り
バ
ス
路
線
も

縦
横
に
伸
び
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
博
多

よ
り
北
九
州
市
の
小
倉
の
都
会
規
模
に
近
い
よ
う
な

感
じ
で
、
田
舎
住
ま
い
に
と
っ
て
は
、
な
ん
と
も
羨

ま
し
い
限
り
だ
。

駅
前
か
ら
歩
い
て
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
ま
で
行
く
途

中
、
大
久
保
利
通
像
に
挨
拶

し
、
そ
の
夜
は
近
く
の
飲
食

店
で
地
元
名
物
の
黒
豚
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
を
堪
能
。
翌
朝
は

ホ
テ
ル
か
ら
近
い
歴
史
ロ
ー

ド
を
散
策
し
て
、
明
治
の
偉

人
た
ち
に
接
し
な
が
ら
、
西

郷
隆
盛
の
世
家
跡
を
訪
ね
た
。

そ
し
て
２
日
目
の
午
前
中

い
よ
い
よ
桜
島
へ
＝
写
真
下
。

市
営
バ
ス
に
乗
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

鹿
児
島
駅
近
く
の
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
行
き
乗
船
。

な
ん
で
も
、
こ
の
桜
島
フ
ェ

リ
ー
は
日
本
で
も
珍
し
く
、

24
時
間
運
行
し
て
い
る
そ
う

で
、
日
中
は
15
～
20
分
お
き

に
出
港
す
る
。
片
道
２
０
０

円
で
乗
船
時
間
は
約
20
分
。

あ
っ
と
い
う
間
の
渡
島
だ
。

桜
島
港
で
下
船
し
て
、
島
内
を
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
が
車
で
約
１
時
間
自
転
車
で
約
４
時
間
、
徒
歩
だ
と
約
９
時

間
も
か
か
る
の
で
、
こ
の
日
は
市
営
バ
ス
の
一
日
乗
車
券
を
買

い
求
め
、
島
の
西
側
を
約
１
時
間
か
け
て
周
遊
し
た
。

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
は
島
の
出
身
で
、
路
線
バ
ス
に
し
て
は

珍
し
く
、
途
中
途
中
の
名
所
な
ど
を
マ
イ
ク
で
案
内
し
て
く
れ

て
、
お
も
て
な
し
十
分
。
案
内
す
る
言
葉
の
端
々
に
島
へ
の
愛

情
を
感
じ
、
島
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な

人
だ
っ
た
。

帰
途
は
西
廻
り
で
、
九
州
新
幹
線
に
乗
車
し
た
。
往
路
よ
り

約
半
分
の
所
要
時
間
で
熊
本
、
博
多
、
小
倉
を
経
由
し
て
別
府

に
到
着
。
確
か
に
新
幹
線
は
早
く
便
利
で
、
東
ル
ー
ト
の
早
期

着
工
を
望
む
人
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
大
分
県
は

乗
り
気
で
も
、
隣
接
の
宮
崎
県
は
イ
マ
イ
チ
積
極
的
で
は
な
い

ら
し
い
。
つ
い
最
近
の
新
聞
記
事
で
も
、
両
者
に
は
温
度
差
が

あ
る
よ
う
に
受
け
止
め
た
。

ま
あ
、
今
生
で
は
乗
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
が
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・３３・・1122

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

桜

島

渡

島

ケナフの紙すきを体験する吉川市立三輪野江小児童

オオンンリリーーワワンンののははががききづづくくりり！！

ケナフの紙漉きに挑戦

吉川市立三輪野江小

シ ー ル や ラ メ を 入 れ た 乾 燥 前 の は が き

吉川市立三輪野江小（浦井

智治校長）で２月２日、４年

生37人によるケナフの紙すき

体験授業があった。講師は農

業、飯島輝男さん。

飯島さんが家庭科教室に持

ち込んだケナフ繊維をみんな

で水にとかし、これを各班に

分かれてはがきサイズの紙す

きにトライした。

飾りに挿入したのは、押し

花やラメ、ビーズ、シールな

ど。はがきはアイロンをかけ、

教室で２日間ほど天日干しし

て仕上げた。野澤颯真君（９）

は「タオルに移すとき崩れた

りするが、楽しい。登校時に

見守てくれるおじいちゃんお

ばあちゃんに贈りたい」。藤

田柚希さん（10）は「正月に

お雑煮を作ってくれた山形の

おばあちゃんにはがきを出し

ます」。

同小卒業生である飯島さん

によるはがき作りの出前授業

は今年で27年目。
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
は
春
の
訪
れ
が
遅
い
が
節

分
草
が
白
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
。

庭
先
の
陽
だ
ま
り
で
福
寿
草
が
鮮
や
か

な
黄
色
の
花
を
輝
か
せ
る
。
夕
方
に
は

し
ぼ
み
翌
日
の
太
陽
を
じ
っ
と
待
つ
。

梅
の
香
を
楽
し
み
花
を
愛
で
る
の
は
こ

の
時
期
。
桜
の
開
花
は
も
う
す
ぐ
。

「
チ
リ
ン
、
チ
リ
リ
ー
ン
」
と
澄
ん

だ
鈴
の
音
を
響
か
せ
る
白
装
束
姿
の
巡

礼
さ
ん
を
野
辺
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
春
の
使
者
だ
。

秩
父
札
所
は
文
暦
元
年
（
１
２
３
４

年
）
の
開
創
で
坂
東
、
西
国
と
と
も
に

日
本
百
番
観
音
霊
場
に
数
え
ら
れ
て
い

る
。秩

父
市
栃
谷
に
あ
る
札
所
一
番
・
四

万
部
寺
を
皮
切
り
に
皆
野
町
下
日
野
沢

に
あ
る
三
十
四
番
・
水
潜
寺
（
結
願
寺
）

ま
で
の
約
１
０
０
㌔
を
徒
歩
と
車
を
使

い
二
泊
三
日
で
巡
る
人
が
多
い
。

巡
礼
七
日
と
呼
び
、
巡
礼
宿
に
泊
ま

り
な
が
ら
一
週
間
か
ら
十
日
ほ
ど
か
け

て
歩
き
通
し
た
の
は
今
は
昔
。

近
年
は
車
で
巡
る
人
も
多
い
。
信
仰

と
は
別
に
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
ハ
イ
キ
ン

グ
を
兼
ね
て
「
納
経
帳
」
片
手
に
数
か

所
ず
つ
日
を
改
め
な
が
ら
巡
る
人
も
い

る
よ
う
だ
。

巡
礼
さ
ん
を
迎
え
る
た
め
二
月
下
旬

に
は
札
所
巡
り
の
案
内
人
ら
で
つ
く
る

「
秩
父
先
達
会
」
の
人
ら
が
秩
父
郡
市

内
に
点
在
す
る
札
所
三
十
四
カ
寺
を
結

ぶ
巡
礼
道
の
道
標
や
危
険
個
所
点
検
を

兼
ね
て
歩
い
た
。

市
民
も
加
わ
り
総
勢
約
五
十
人
は
六

回
に
分
け
て
コ
ー
ス
を
回
っ
た
。
大
き

な
障
害
は
な
く
関
係
者
を
安
心
さ
せ
た
。

秩
父
札
所
の
巡
礼
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
減
少
を
続
け
て
き
た
。
今

年
は
２
０
２
０
年
か
ら
義
務
づ
け
て
い

た
マ
ス
ク
着
用
が
見
直
さ
れ
「
個
人
の

判
断
」
の
方
向
に
動
き
出
す
な
ど
ル
ー

ル
の
緩
和
が
見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
巡

礼
観
光
の
期
待
は
大
き
い
。

先
達
会
の
川
田
恵
子
会
長
は
「
観
光

バ
ス
で
の
予
約
が
入
っ
て
き
て
お
り
、

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
」
と
話
す
。

秩
父
路
の
春
本
番
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。

岡
﨑

ひ
ろ
し
（
元
毎
日
新
聞
記

者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

春
の
巡
礼
さ
ん
2023・03・12

児童たちは大喜び

可愛いお化け出現

吉川市立三輪野江小の

校庭に可愛らしい〝お化

け〟が出現、学校全体が

楽しい雰囲気に包まれて

いる＝写真上・左と発案

した鈴木弘明教頭。

カイヅカイブキの６本

に植木職人が工夫を凝ら

し、ユーモラスな顔に刈

りこんだ。昨秋のハロー

ウィン前で、児童も大喜

び。「雲のように、姿に

いろんな想像がわきます」

と発案者の鈴木弘明教頭。

吉吉川川市市立立三三輪輪野野江江小小

彩の国埼玉環境大賞

草加商議所受賞

令
和
４
年
度

環境保全などに取り組む団体や個人の

功績をたたえる「彩の国埼玉環境大賞」

（県など主催）の表彰式が２月９日さい

たま市・知事公館であり、県民部門で大

賞に輝いた草加商工会議所の野崎友義会

頭に大野知事から表彰状が手渡された＝

左から大野元裕知事、野崎友義草加商工

会議所会頭、山崎修同専務＝写真は埼玉

県提供。

受賞の対象は、全国初の試みとされ

る商工会議所が主導した「コミュニティ

フリッジによる食品廃棄ロスの削減と生

活困窮世帯支援の両立」。公共冷蔵庫に

登録した業者らが食べ物や飲み物を持ち

込み、これらを登録した住民や子ども食

堂が無料で利用する仕組み。産業界がリー

ドしたＳＤＧｓ活動として評判となった。

秩
父
札
所
１
番
・
四
万
部
寺
か
ら
２
番
・

真
福
寺
へ
向
か
う
徒
歩
巡
拝
の
参
加
者

草加モノづくりブランド

新たに４件を認定
草加モノづくりブランド実行委はモ

ノづくりの活性化を狙って、令和４年

度のブランドとして４件を認定した。

【フィンスイミング・競

技用スノーケル】樹脂製

で軽くけがの低減を実現

＝ホリ・ラボ

【ペスカ・クラフツ】打

ち出し技法によるスプー

ンルアー制作キット

＝草加ネジ

【裸眼３Ｄディプレイに
おける連続柄及び塩ビへ
の印刷応用技術】独自開
発技術で模倣は困難
＝アケボノスクリーン

【特製カステラ】カステ
ラそのものの味・食感を
調整、あえてザラメを下
にひかない

＝御菓子司清水屋
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如
月
の
初
め
、
桜
島
に
渡
り
た
く
て
鹿
児
島
を
訪

ね
た
。
行
き
は
東
廻
り
で
、
別
府
か
ら
宮
崎
を
経
由

し
て
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で
所
要
時
間
６
時
間
33
分
の

長
旅
。
途
中
の
宮
崎
駅
で
の
乗
り
換
え
待
ち
時
間
が

１
時
間
以
上
あ
り
、
少
し
疲
れ
る
旅
程
だ
っ
た
が
、

途
中
の
日
南
海
岸
や
桜
島
を
遠
く
眺
め
な
が
ら
の
車

窓
は
、
な
ん
と
な
く
心
を
癒
や
し
て
く
れ
た
。

夕
方
に
鹿
児
島
中
央
駅
に
降
り
立
つ
と
、
つ
い
つ

い
大
分
県
の
県
都
と
見
比
べ
て
し
ま
い
、
街
の
大
き

さ
に
嫉
妬
し
て
し
ま
う
。
市
街
地
は
、
福
岡
県
の
博

多
よ
り
は
小
さ
め
だ
が
、
市
電
が
走
り
バ
ス
路
線
も

縦
横
に
伸
び
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
博
多

よ
り
北
九
州
市
の
小
倉
の
都
会
規
模
に
近
い
よ
う
な

感
じ
で
、
田
舎
住
ま
い
に
と
っ
て
は
、
な
ん
と
も
羨

ま
し
い
限
り
だ
。

駅
前
か
ら
歩
い
て
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
ま
で
行
く
途

中
、
大
久
保
利
通
像
に
挨
拶

し
、
そ
の
夜
は
近
く
の
飲
食

店
で
地
元
名
物
の
黒
豚
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
を
堪
能
。
翌
朝
は

ホ
テ
ル
か
ら
近
い
歴
史
ロ
ー

ド
を
散
策
し
て
、
明
治
の
偉

人
た
ち
に
接
し
な
が
ら
、
西

郷
隆
盛
の
世
家
跡
を
訪
ね
た
。

そ
し
て
２
日
目
の
午
前
中

い
よ
い
よ
桜
島
へ
＝
写
真
下
。

市
営
バ
ス
に
乗
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

鹿
児
島
駅
近
く
の
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
行
き
乗
船
。

な
ん
で
も
、
こ
の
桜
島
フ
ェ

リ
ー
は
日
本
で
も
珍
し
く
、

24
時
間
運
行
し
て
い
る
そ
う

で
、
日
中
は
15
～
20
分
お
き

に
出
港
す
る
。
片
道
２
０
０

円
で
乗
船
時
間
は
約
20
分
。

あ
っ
と
い
う
間
の
渡
島
だ
。

桜
島
港
で
下
船
し
て
、
島
内
を
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
が
車
で
約
１
時
間
自
転
車
で
約
４
時
間
、
徒
歩
だ
と
約
９
時

間
も
か
か
る
の
で
、
こ
の
日
は
市
営
バ
ス
の
一
日
乗
車
券
を
買

い
求
め
、
島
の
西
側
を
約
１
時
間
か
け
て
周
遊
し
た
。

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
は
島
の
出
身
で
、
路
線
バ
ス
に
し
て
は

珍
し
く
、
途
中
途
中
の
名
所
な
ど
を
マ
イ
ク
で
案
内
し
て
く
れ

て
、
お
も
て
な
し
十
分
。
案
内
す
る
言
葉
の
端
々
に
島
へ
の
愛

情
を
感
じ
、
島
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な

人
だ
っ
た
。

帰
途
は
西
廻
り
で
、
九
州
新
幹
線
に
乗
車
し
た
。
往
路
よ
り

約
半
分
の
所
要
時
間
で
熊
本
、
博
多
、
小
倉
を
経
由
し
て
別
府

に
到
着
。
確
か
に
新
幹
線
は
早
く
便
利
で
、
東
ル
ー
ト
の
早
期

着
工
を
望
む
人
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
大
分
県
は

乗
り
気
で
も
、
隣
接
の
宮
崎
県
は
イ
マ
イ
チ
積
極
的
で
は
な
い

ら
し
い
。
つ
い
最
近
の
新
聞
記
事
で
も
、
両
者
に
は
温
度
差
が

あ
る
よ
う
に
受
け
止
め
た
。

ま
あ
、
今
生
で
は
乗
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
が
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
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草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

桜

島

渡

島

ケナフの紙すきを体験する吉川市立三輪野江小児童

オオンンリリーーワワンンののははががききづづくくりり！！

ケナフの紙漉きに挑戦

吉川市立三輪野江小

シ ー ル や ラ メ を 入 れ た 乾 燥 前 の は が き

吉川市立三輪野江小（浦井

智治校長）で２月２日、４年

生37人によるケナフの紙すき

体験授業があった。講師は農

業、飯島輝男さん。

飯島さんが家庭科教室に持

ち込んだケナフ繊維をみんな

で水にとかし、これを各班に

分かれてはがきサイズの紙す

きにトライした。

飾りに挿入したのは、押し

花やラメ、ビーズ、シールな

ど。はがきはアイロンをかけ、

教室で２日間ほど天日干しし

て仕上げた。野澤颯真君（９）

は「タオルに移すとき崩れた

りするが、楽しい。登校時に

見守てくれるおじいちゃんお

ばあちゃんに贈りたい」。藤

田柚希さん（10）は「正月に

お雑煮を作ってくれた山形の

おばあちゃんにはがきを出し

ます」。

同小卒業生である飯島さん

によるはがき作りの出前授業

は今年で27年目。
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
は
春
の
訪
れ
が
遅
い
が
節

分
草
が
白
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
。

庭
先
の
陽
だ
ま
り
で
福
寿
草
が
鮮
や
か

な
黄
色
の
花
を
輝
か
せ
る
。
夕
方
に
は

し
ぼ
み
翌
日
の
太
陽
を
じ
っ
と
待
つ
。

梅
の
香
を
楽
し
み
花
を
愛
で
る
の
は
こ

の
時
期
。
桜
の
開
花
は
も
う
す
ぐ
。

「
チ
リ
ン
、
チ
リ
リ
ー
ン
」
と
澄
ん

だ
鈴
の
音
を
響
か
せ
る
白
装
束
姿
の
巡

礼
さ
ん
を
野
辺
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
春
の
使
者
だ
。

秩
父
札
所
は
文
暦
元
年
（
１
２
３
４

年
）
の
開
創
で
坂
東
、
西
国
と
と
も
に

日
本
百
番
観
音
霊
場
に
数
え
ら
れ
て
い

る
。秩

父
市
栃
谷
に
あ
る
札
所
一
番
・
四

万
部
寺
を
皮
切
り
に
皆
野
町
下
日
野
沢

に
あ
る
三
十
四
番
・
水
潜
寺
（
結
願
寺
）

ま
で
の
約
１
０
０
㌔
を
徒
歩
と
車
を
使

い
二
泊
三
日
で
巡
る
人
が
多
い
。

巡
礼
七
日
と
呼
び
、
巡
礼
宿
に
泊
ま

り
な
が
ら
一
週
間
か
ら
十
日
ほ
ど
か
け

て
歩
き
通
し
た
の
は
今
は
昔
。

近
年
は
車
で
巡
る
人
も
多
い
。
信
仰

と
は
別
に
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
ハ
イ
キ
ン

グ
を
兼
ね
て
「
納
経
帳
」
片
手
に
数
か

所
ず
つ
日
を
改
め
な
が
ら
巡
る
人
も
い

る
よ
う
だ
。

巡
礼
さ
ん
を
迎
え
る
た
め
二
月
下
旬

に
は
札
所
巡
り
の
案
内
人
ら
で
つ
く
る

「
秩
父
先
達
会
」
の
人
ら
が
秩
父
郡
市

内
に
点
在
す
る
札
所
三
十
四
カ
寺
を
結

ぶ
巡
礼
道
の
道
標
や
危
険
個
所
点
検
を

兼
ね
て
歩
い
た
。

市
民
も
加
わ
り
総
勢
約
五
十
人
は
六

回
に
分
け
て
コ
ー
ス
を
回
っ
た
。
大
き

な
障
害
は
な
く
関
係
者
を
安
心
さ
せ
た
。

秩
父
札
所
の
巡
礼
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
減
少
を
続
け
て
き
た
。
今

年
は
２
０
２
０
年
か
ら
義
務
づ
け
て
い

た
マ
ス
ク
着
用
が
見
直
さ
れ
「
個
人
の

判
断
」
の
方
向
に
動
き
出
す
な
ど
ル
ー

ル
の
緩
和
が
見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
巡

礼
観
光
の
期
待
は
大
き
い
。

先
達
会
の
川
田
恵
子
会
長
は
「
観
光

バ
ス
で
の
予
約
が
入
っ
て
き
て
お
り
、

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
」
と
話
す
。

秩
父
路
の
春
本
番
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。

岡
﨑

ひ
ろ
し
（
元
毎
日
新
聞
記

者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

春
の
巡
礼
さ
ん
2023・03・12

児童たちは大喜び

可愛いお化け出現

吉川市立三輪野江小の

校庭に可愛らしい〝お化

け〟が出現、学校全体が

楽しい雰囲気に包まれて

いる＝写真上・左と発案

した鈴木弘明教頭。

カイヅカイブキの６本

に植木職人が工夫を凝ら

し、ユーモラスな顔に刈

りこんだ。昨秋のハロー

ウィン前で、児童も大喜

び。「雲のように、姿に

いろんな想像がわきます」

と発案者の鈴木弘明教頭。

吉吉川川市市立立三三輪輪野野江江小小

彩の国埼玉環境大賞

草加商議所受賞

令
和
４
年
度

環境保全などに取り組む団体や個人の

功績をたたえる「彩の国埼玉環境大賞」

（県など主催）の表彰式が２月９日さい

たま市・知事公館であり、県民部門で大

賞に輝いた草加商工会議所の野崎友義会

頭に大野知事から表彰状が手渡された＝

左から大野元裕知事、野崎友義草加商工

会議所会頭、山崎修同専務＝写真は埼玉

県提供。

受賞の対象は、全国初の試みとされ

る商工会議所が主導した「コミュニティ

フリッジによる食品廃棄ロスの削減と生

活困窮世帯支援の両立」。公共冷蔵庫に

登録した業者らが食べ物や飲み物を持ち

込み、これらを登録した住民や子ども食

堂が無料で利用する仕組み。産業界がリー

ドしたＳＤＧｓ活動として評判となった。

秩
父
札
所
１
番
・
四
万
部
寺
か
ら
２
番
・

真
福
寺
へ
向
か
う
徒
歩
巡
拝
の
参
加
者

草加モノづくりブランド

新たに４件を認定
草加モノづくりブランド実行委はモ

ノづくりの活性化を狙って、令和４年

度のブランドとして４件を認定した。

【フィンスイミング・競

技用スノーケル】樹脂製

で軽くけがの低減を実現

＝ホリ・ラボ

【ペスカ・クラフツ】打

ち出し技法によるスプー

ンルアー制作キット

＝草加ネジ

【裸眼３Ｄディプレイに
おける連続柄及び塩ビへ
の印刷応用技術】独自開
発技術で模倣は困難
＝アケボノスクリーン

【特製カステラ】カステ
ラそのものの味・食感を
調整、あえてザラメを下
にひかない

＝御菓子司清水屋
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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

２月13日オープン

希希望望のの郷郷交交流流セセンンタターー

三三郷郷市市・・旧旧北北公公民民館館跡跡地地

三
郷
市
が
旧
北
公
民

館
跡
地
（
彦
成
３
）
に

建
設
し
て
い
た
「
希
望

の
郷
交
流
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
、
２
月
13
日
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
同
10
日

に
は
地
元
町
会
関
係
者

や
施
設
命
名
者
の
生
徒

を
招
き
記
念
式
典
が
あ
っ

た
＝
写
真
。

式
典
で
、
木
津
雅
晟

市
長
は
「
み
さ
と
団
地

の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
、
希
望

と
な
る
よ
う
に
施
設
の

効
果
的
な
活
用
を
図
り

た
い
」
と
述
べ
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
２
階
建
て
の
べ
１

９
０
２
平
方
㍍
。
１
階

＝
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
児

童
館
・
市
内
在
住
の
60

歳
以
上
が
利
用
で
き
る

温
浴
室
▽
２
階
＝
市
役

所
出
張
所
・
多
目
的
室
・

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
。
問
合
せ
は
、
電
話

０
４
８
・
９
５
３
・
９

６
０
１
。

昨年11月の越谷市民文化祭に出演した「越谷市民合唱団よしきり」

のメンバー。団員は減る傾向＝写真は指揮者戸張康雄さん提供。

越谷市民合唱団 よ し き り

４月16日（日）越谷コミセン大ホール 入場無料

戦
後
７
年
の
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
）
に
発
足
し

た
「
越
谷
市
民
合
唱
団
よ

し
き
り
」
。
創
立
当
初
は

「
ヨ
シ
キ
リ
合
唱
団
」
と

し
て
命
名
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
も
合
唱
を
愛
す
る
団

員
た
ち
に
よ
っ
て
歌
い
継

が
れ
、
幾
多
の
紆
余
曲
折

を
経
な
が
ら
も
昨
年
に
創

団
70
周
年
を
迎
え
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
た
記

念
演
奏
会
は
４
月
16
日
、

越
谷
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。
開
演
は

午
後
2
時
。
無
料
。

当
日
の
演
奏
曲
目
は
ー
。

▽
風
が
は
こ
ぶ
も
の
▽

ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ウ
▽
糸
▽

愛
燦
々
▽
四
季
の
歌
メ
ド

レ
ー
＝
花
・
夏
は
来
ぬ
・

小
さ
い
秋
見
つ
け
た
・
白

い
道
▽
サ
フ
ァ
イ
ア
の
海

▽
月
を
う
た
う
＝
月
・
炭

坑
節
・
月
の
砂
漠
・
朧
月

夜
な
ど
。

指
揮
は
戸
張
康
雄
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
は
沓
掛
祥
子

さ
ん
が
担
当
す
る
。

×

×

×

「
よ
し
き
り
」
の
団
員

は
男
性
８
人
を
含
む
29
人

（
島
田
富
子
団
長
）
。
年

齢
は
40
代
～
80
代
と
幅
広

く
、
職
業
は
現
役
会
社
員

も
い
る
が
大
半
が
リ
タ
イ

ア
し
た
方
々
。
記
念
演
奏

会
を
控
え
、
メ
ン
バ
ー
は

毎
週
火
曜
日
の
午
後
６
時

半
か
ら
北
越
谷
地
区
セ
ン

タ
ー
で
２
時
間
ほ
ど
特
訓

に
励
ん
で
い
る
。

「
ど
な
た
も
知
っ
て
い

る
曲
を
披
露
し
ま
す
。
歌

の
力
で
皆
さ
ん
が
少
し
で

も
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
幸
い
で
す
」
と

指
揮
者
の
戸
張
さ
ん
。
な

お
、
春
日
部
マ
ン
ド
リ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
賛
助
出

演
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
喜

多
郎
）
▽
マ
イ
ウ
エ
イ

（
シ
ナ
ト
ラ
）
▽
サ
ボ
テ

ン
の
花
（
財
津
和
夫
）
な

ど
を
演
奏
す
る
予
定
。

松
伏
町
は
、
高
齢
者

宅
を
対
象
と
し
た
詐
欺

防
止
機
器
の
購
入
補
助

金
１
０
０
万
円
を
新
年

度
予
算
に
計
上
し
た
。

録
音
機
能
付
き
電
話

機
や
外
付
け
録
音
装
置

は
１
万
円
以
内
で
購
入

で
き
る
こ
と
か
ら
、
１

０
０
戸
分
と
し
て
予
算

額
を
算
定
し
た
。
対
象

は
65
歳
以
上
で
、
希
望

者
は
町
環
境
経
済
課
へ

申
し
込
む
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
４
月
27
日
～
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
７
月

11
日
ま
で
１
１
７
１
日

間
、
詐
欺
被
害
が
ゼ
ロ

だ
っ
た
松
伏
町
。
昨
年

は
５
件
（
被
害
額
１
１

５
７
万
円
）
と
増
加
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。

録

音

機

能

付

き

電
話
機
購
入
支
援

松松
伏伏
町町

友
人
に
誘
わ

れ
〝
昼
カ
ラ
オ

ケ
〟
に
出
掛
け

た
。
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
減
る
傾

向
を
示
す
と
は

い
え
、
緊
張
し
つ
つ
店

の
ド
ア
を
開
け
る
。

Ｌ
字
に
並
ぶ
座
席
に

10
数
人
の
先
客
が
。
お

見
受
け
し
た
と
こ
ろ
、

前
期
ま
た
は
後
期
高
齢

の
ご
同
輩
ば
か
り
。
マ

ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は

半
々
く
ら
い
の
割
合
で
、

国
の
方
針
に
先
取
り
し

た
か
た
ち
だ
。

昼
カ
ラ
オ
ケ
と
い
え

ば
３
年
前
、
北
海
道
・

小
樽
市
な
ど
を
皮
切
り

に
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

ク
ラ
ス
タ
ー
が
次
々
と

発
生
。
各
地
で
客
足
が

激
減
、
県
東
南
部
で
も

閉
店
が
相
次
い
だ
。

が
、
そ
ん
な
世
相
に

め
げ
ず
、
こ
の
３
年
間

昼
カ
ラ
オ
ケ
を
頑
な
に

続
け
て
き
た
人
た
ち
が

い
る
の
も
事
実
。
ス
ク
ッ

と
伸
ば
し
た
背
筋
、
張

り
の
あ
る
声
。
陽
に
焼

け
、
艶
の
あ
る
〝
猛
者

〟
の
横
顔
を
眺
め
、
妙

に
納
得
し
た
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき
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２
月
開
催
の
第
21
回
越
谷

市
美
術
展
（
実
行
委
な
ど
主

催
）
の
審
査
結
果
が
発
表
さ

れ
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。【

市市
長長
賞賞
】
〈
日
本
画
〉

酒
井
路
子
「
卓
上
の
静
物
」

〈
洋
画
〉
松
田
京
子
「
か
ま

土
」
〈
彫
刻
〉
武
藤
綾
子

「
大
洋
」
〈
工
芸
〉
三
柴
節

子
「
初
夏
の
訪
れ
」
〈
写
真
〉

岡
安
宏
典
「
白
昼
夢
」

【
市市
議議
会会
議議
長長
賞賞
】
〈
日

本
画
〉
横
橋
成
子
「
白
い
先

導
」
〈
洋
画
〉
小
西
功
「
錆

び
の
世
界
」
〈
彫
刻
〉
間
中

孝
三
「
パ
グ
三
代
」
〈
工
芸
〉

中
村
昌
子
「
満
天
の
星
」

〈
書
〉
山
口
清
松
「
秋
の
夕

ぐ
れ
」
〈
写
真
〉
豊
田
己
八

「
初
雪
」

【
教教
育育
長長
賞賞
】
〈
洋
画
〉

小
島
由
美
子
「
手
紙
」
〈
彫

刻
〉
林
康
子
「
亜
樹
」
〈
工

芸
〉
谷
茂
岡
ま
ゆ
み
「
音
楽

会
」
〈
書
〉
関
根
蒼
剣
「
徒

然
草

現
代
文
」
〈
写
真
〉

高
橋
朗
「
低
気
圧
を
向
か
い

撃
て
」

【
文文
化化
連連
盟盟
賞賞
】
〈
洋
画
〉

伊
藤
雄
二
「
寺
院
」

【
東東
武武
よよ
みみ
うう
りり
新新
聞聞
社社

賞賞
】
〈
洋
画
〉
松
村
真
理
子

「
森
の
中
の
森
の
家
族
」

【
テテ
レレ
玉玉
賞賞
】
〈
洋
画
〉

越
野
由
紀
夫
「
白
木
蓮
」

【
ＪＪ
：：
ＣＣ
ＯＯ
ＭＭ

越越
谷谷
・・

春春
日日
部部
賞賞
】
〈
写
真
〉
青
木

秀
茂
「
寒
風
に
晒
す
」

【
奨奨
励励
賞賞
】
〈
洋
画
〉
飯

嶋
久
美
子
（
卓
上
の
枯
れ
花
）

▽
金
田
嘉
子
（
我
・
培
い
し

ロ
マ
ネ
ス
コ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

▽
佐
野
盛
太
郎
（
追
憶
プ
ラ

ハ
城
）
▽
塩
路
民
恵
（
熱
帯

の
楽
園
）
▽
高
橋
敏
彦
（
森

の
パ
ン
セ
ー
再
生
）
▽
田
中

暢
子
（
静
寂
）
▽
土
信
田
富

美
子
（
カ
ン
ナ
の
花
咲
く
頃
）

▽
野
澤
信
雄
（
窓
か
ら
ネ
コ

が
）
▽
野
村
枝
里
（
地
曳
網
）

▽
長
谷
川
栄
世
（
老
木
の
想

い
）
▽
藤
橋
清
助
（
元
荒
川

に
春
が
来
た
）
▽
山
田
叔
利

（
足
立
美
術
館
）
〈
工
芸
〉

岩
城
竹
男
（
高
尾
太
夫
）
▽

関
澤
孝
（
本
藍
染
浴
衣
）
▽

湯
浅
真
美
枝
（
キ
ャ
ン
ベ
ル

タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
）
〈
写
真
〉

青
木
秀
茂
（
寒
風
に
晒
す
）

▽
大
野
康
博
（
眼
光
）
▽
黒

川
律
子
（
マ
イ
ペ
ー
ス
）
▽

白
井
克
博
（
雪
衣
）
▽
廿
日

岩
圭
子
（
山
の
学
校
）
▽
米

田
実
代
子
（
い
い
湯
だ
な
ぁ
）
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

3月１２日(日)は新聞製作が休みのため

１３日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす
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３月13日のテレビ・ラジオ番組欄は12日の朝刊に掲載します

次号４月は

１６日(日)

発行予定

（1）

３３月月１１２２日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

市
長
賞
な
ど
決
ま
る

21
回
越
谷
市
美
術
展

県
立
三
郷
高
の
元
校
長
、

駒
﨑
秀
雄
さ
ん
（
73
）
が

指
導
す
る
三
郷
マ
ス
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
芝

野
恭
子
さ
ん
（
53
）
と
鈴

木
真
喜
子
さ
ん
（
同
）
が
、

埼
玉
県
マ
ス
タ
ー
ズ
記
録

を
更
新
し
た
。

２
人
は
共
に
同
高
陸
上

競
技
部
出
身
で
、
駒
﨑
さ

ん
は
当
時
の
部
顧
問
。
結

婚
や
子
育
て
と
い
う
30
余

年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
克
服

し
た
快
挙
に
、
駒
﨑
さ
ん

は
「
練
習
を
欠
か
さ
な
い

熱
心
さ
は
高
校
時
代
と
変

わ
ら
な
い
。
末
永
く
ス
ポ
ー

ツ
を
愛
し
て
欲
し
い
」
と
、

愛
弟
子
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

×

×

×

芝
野
さ
ん
は
茨
城
記
録

会
の
３
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

で
58
秒
05
▽
埼
玉
選
手
権

の
80
㍍
ハ
ー
ド
ル
で
15
秒

29
の
県
新
記
録
を
樹
立
。

鈴
木
さ
ん
は
埼
玉
記
録
会

の
重
量
投
げ
で
16
㌢
伸
ば

す
８
㍍
44
㌢
を
投
げ
、
県

記
録
を
更
新
し
た
（
種
目

は
昨
年
の
マ
ス
タ
ー
ズ
女

性
50
歳
代
前
半
部
門
）
。

×

×

×

高
校
時
代
、
１
０
０
㍍

を
12
秒
台
で
走
り
、
４
０

０
㍍
リ
レ
ー
で
北
関
東
大

会
に
出
場
し
た
芝
野
さ
ん

と
鈴
木
さ
ん
。
「
49
歳
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
れ
た
。

元
気
の
い
い
仲
間
と
汗
を

か
き
、
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

マ
ス
タ
ー
ズ
で
埼
玉
県
記
録
を
樹
立
し
た

芝
野
恭
子
さ
ん
（
右
）
と
鈴
木
真
喜
子
さ
ん
（
左
）

埼
玉
県
マ
ス
タ
ー
ズ
記
録
を
樹
立

芝
野
恭
子
さ
ん
＆
鈴
木
真
喜
子
さ
ん

三
郷
マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
所
属

駒﨑秀雄さん


